
平成 30 年度 事業報告書

（概要）

学校法人奈良育英学園



Ⅰ．法人の概要

１．名称・設置場所

名  称 学校法人 奈良育英学園 （１９１６年４月１６日創立）

設置場所 法蓮キャンパス：奈良市法蓮町１０００番地

法人本部

奈良育英高等学校（全日制・普通科、男女共学）

奈良育英中学校（男女共学）

奈良育英小学校（男女共学）

奈良育英幼稚園（男女共学）

富雄キャンパス：奈良市三松４丁目６３７の１

育英西高等学校（全日制・普通科、女子）

育英西中学校（女子）

２．建学の精神：完全なる人格の育成

学校法人奈良育英学園は、大正５年(１９１６年)に、藤井高蔵、ショウ夫妻が、女子教育の振

興を目的とし、高い志と誠実な心を持った人間として成長する必要性を感じて、奈良市花芝町に

「私立育英女学校」を創立しました。 その後、本学園は、今日に至るまで１００年を超える歴

史と伝統とを培って、３万人にも及ぶ卒業生が日本のみならず世界中で活躍しています。建学の

精神の「完全なる人格の育成」は、藤井高蔵が卒業式で卒業生に送った言葉に要約されている。

「人は誠をもって世に立つべきである。人をごまかすことは勿論、自分をごまかすことも恐ろし

い罪である。西郷南州の「至誠天に通ず」を信条として進め、至誠は力である。偉い人になるよ

りも、まず誠の人となれ」これを言い換えるならば、「偉い人になるよりは、まず誠の人として生

きよう」という理念です。

３．教育方針：２１世紀型教育の実現

本学園は、創設者の理念を受け継いで、幼稚園から高等学校までの一貫教育という私学独自の

教育環境を生かしながら、「誠の心」を大切にし、子供たち一人一人の可能性を引き出し、広く社

会に役立つ人材の育成を使命としています。具体的には、ＩＣＴ(情報伝達技術)の発展や地球規

模でのコミュニケーションという社会変化に対応できるように、過去の知識の集積だけではなく、

グローバルに活躍できる人材育成への取り組み強化を目的とします。これらを本学園の設置校に

「２１世紀型教育」と位置づけ「学んだ力」ではなく、「学ぶ力」「学ぼうとする力」「共に学ぶ力」

の養成をとして重視し、これから学園から巣立ち、新しい世界に挑戦する子供たちに役立ちたい

と願い、学園を挙げて新しい形のグローバル教育についての研修を深め、子供たちに提供してま

いります。



４．理事、監事、評議員（平成３０年６月１日現在）

理  事  ９名

監  事  ２名

評 議 員  ２３名（理事９名を含む）

５．教職員（平成３０年５月１日現在）

教 員 高 中 西高 西中 小 幼 計

本 務 教 員 59 14 35 13 11 4 136

兼 務 教 員 16 6 10 8 4 40

計 75 20 45 21 15 4 180

事 務 法人 高 中 西高 西中 小 幼 計

本 務 職 員 6 8 1 4 2 1 22

兼 務 職 員 3 1 3 1 3 11

計 6 11 2 7 3 1 3 33

６．沿革

1916 大正 5年 藤井高蔵、ショウ夫妻、奈良市花芝町に「私立育英女学校」を設立。

1923 大正 12年 「奈良育英高等女学校」を設立。

六月、現在地(奈良市法蓮町)に校舎を新築移転。

「私立育英女学校」は。「奈良育英高等裁縫学校」で存続。

1928 昭和 3年 実業学校令より、「奈良女子高等裁縫学校」が「奈良育英裁縫女学校」に昇格。

九月、講堂を移築･完成。

1941 昭和 16年 「奈良育英裁縫女学校」を、「奈良育英高等実践女学校」に改称。

1943 昭和 18年 「奈良育英高等実践女学校」を廃止し、「奈良育英高等女学校」に統一。

1944 昭和 19年 設立者を「財団法人 奈良育英高等女学校」に改め、理事長に藤井隆一が就く。

1947 昭和 22年 戦後の学制改革により、「奈良育英中学校」(男女共学)を併設。

1948 昭和 23年 「奈良育英高等学校」(男女共学)を新設し、「奈良育英高等女学校」を編入。

1951 昭和 26年 設立者を「学校法人 奈良育英学園」とし、理事長に藤井長治が就く。

1953 昭和 28年 「奈良育英幼稚園」を設置。

1956 昭和 31年 「奈良育英小学校」を設置。

1966 昭和 41年 創立五十周年を迎え、十月十四日に記念式典を挙行。

1983 昭和 58年 「育英西中学校 育英西高等学校」(女子)を奈良市三松 4丁目に設置。

1995 平成 7年 理事長に藤井宣夫が就任。

2005 平成 17年 創立 100周年の記念事業の初めとして、五月、新プール棟が完成。

2016 平成 28年 学園創立 100周年



７．組織図 （平成３０年４月１日現在）



８．募集定員、生徒・児童・園児数  （平成３０年５月１日現在）

  学校名 定員 コース名 学年 クラス数 在籍者数

奈良育英高等学校 ８４０名

総合進学

１年 ３ １１６

２年 ４ １４５

３年 ３ ９８

高大連携Ｓ

１年 ２ ８０

２年 ３ ９５

３年 ３ ８２

Ｇ

１年 １ １５

２年 １ １６

３年 １ ７

選抜

１年 １ ２９

２年 ２ ４０

３年 ２ ４８

計 ２６ ７７１

奈良育英中学校 １８０名

総合進学

１年 １ １５

２年 １ ２９

３年 １ ３１

選抜

１年 １ １５

２年 １ １２

３年 １ １５

計 ６ １１７

育英西高等学校 ４８０名

立命館

１年 ３ ９９

２年 ２ ７２

３年 ３ ９６

特設Ⅰ類

１年 １ ４２

２年 ２ ４８

３年 １ ３６

特設Ⅱ類

１年 １ ３３

２年 １ ４４

３年 １ ３３

計 １５ ５０３

育英西中学校 １８０名

立命館

１年 １ ３４

２年 １ ４０

３年 １ ２６

特設

１年 １ ２９

２年 １ ２４

３年 １ １９

計 ６ １７２

奈良育英小学校 １８０名

１年 １ ８

２年 １ １８

３年 １ １３

４年 １ １５

５年 １ １８

６年 １ ２４

計 ６ ９６

奈良育英幼稚園 ４５名

年少 １ １２

年中 １ １３

年長 １ １５

計 ３ ４０

法人全体 １９０５名 合計 ６２ １６９９



９．高大連携事業（連携大学）

本学園では、生徒の能力・意欲に応じた教育の実現を目指していくために、各校園の高等

学校が大学と積極的に連携し、高校生が大学の教育研究に触れることのできる取組を行って

いる。また、高校生一人一人の能力・適性に応じた進路指導に努めている。現在、下記大学

との連携を締結をしている。

大学名 締結日

関西大学 平成１８年７月２７日締結

帝塚山大学 平成１９年５月 ８日締結

立命館大学 平成１９年６月２９日締結

近畿大学 平成１９年７月１３日締結

龍谷大学 平成２０年３月１９日締結 奈良育英高等学校

畿央大学
平成２１年５月 ７日締結 育英西高等学校

平成２３年３月２８日締結 奈良育英高等学校

摂南大学 平成２４年７月 ３日締結 奈良育英高等学校

大阪電気通信大学 平成２５年７月 ２日締結 奈良育英高等学校

梅花女子大学
平成２７年５月１４日締結 奈良育英高等学校

    〃       育英西高等学校

天理大学 平成２９年４月２３日締結 奈良育英高等学校

以 上


